
やまなし若者まちづくり協働事業

２０２１年度活動報告書



＜これまでの経緯＞

「やまなし若者地域活性化プロジェクト推進事業（ワイワイプロジェクト）」
平成20年度：３つの実行委員会によるイベントの実施。＠銀座通り商店街。
平成21年度：甲府えびす講祭りとコラボ「イマドキコンファレンス」＠かすがも～る商店街。
平成22年度：朝日通り７者コンソーシアム開催による取り組み。＠朝日通り商店街。

「やまなし若者中心市街地活性化コンソーシアム事業（ワイワイコンソーシアム）」
平成23年度：「朝日通りセブンスター計画」を柱とした取り組み。＠朝日通り商店街。
平成24年度：「ワイワイつながる計画」を柱とした取り組み。＠朝日通り商店街と甲府城南商店街。
平成25年度：「アメーバ計画」を柱とした取り組み。＠朝日通り商店街と甲府城南商店街。

「やまなし若者中心市街地活性化協働事業（ワイワイ協働事業）」
平成26年度：「PR！asahi」商店街との協働での取り組み。＠朝日通り商店街と甲府城南商店街。
平成27年度：「PR！asahiⅡ」商店街との協働での取り組み。＠朝日通り商店街と甲府城南商店街。
平成28年度：「奇show店街」商店街との協働での取り組み。＠朝日通り商店街と甲府城南商店街。
平成29年度：朝日通り商店街の他に、「甲州市天空かぼちゃ祭り」と「都留市じょいつる市場」を対象

に加え、各地域の実情に合った活動を展開。
平成30年度：「甲州市天空かぼちゃ祭り」と「都留市じょいつる市場」の２地域で展開。
令和元年度：「甲州市天空かぼちゃ祭り」と「都留市じょいつる市場」の２地域で展開。

（都留市じょいつる市場は台風のため中止）

「やまなし若者まちづくりチャレンジ協働事業（ワイワイ協働事業）」
令和２年度：「manabase」「都留七福神めぐり」「天空かぼちゃ祭り」「山梨で輝く人」など
令和３年度：オンライン会議を取り入れ、感染症予防を行いながら、ゼロベースで地域のために若者ができることを考え、実行した。

「ワクワク！やまなし収穫祭!!」「やまなしフォトンプラリー」「都留のオススメスイーツスポット」「桃太郎伝説スイーツ開発」
「ワイワイ実行委員会インスタ班」「山梨で輝く人取材」等

教育長あいさつ

山梨県教育委員会では、「山梨県教育大綱（山梨県教育振興基本計画）」に基づき、将来
の山梨を担う地域リーダーを育成するため、青少年が地域の人々と共に実践する、地域活性
化に向けた取り組みを支援していくこととしております。
「やまなし若者まちづくりチャレンジ協働事業」は、豊かな発想や行動力、そしてネットワー

クを活用して、若者たちがより主体的に自分たちのまちづくりに参画することにより、地域を愛し、地域を誇り
に感じる人材を育成する事業であります。
昨年度に引き続き、今年度も三密回避・イベント自粛など、新型コロナウイルスの影響で多くの活動が制限さ

れるなか、地域を愛し意欲に満ちた約４０名の高校生や大学生が集まり、実行委員会が組織されました。
そして「どのようなことをすれば、地域の皆さんに喜んでもらえるか」「山梨を活性化させるために、自分た

ちにできることはないか」「地域の魅力をもっと知ってもらいたい」などの思いから、若者らしいアイデアと行
動力によって、地域の皆様と共にさまざまな活動をゼロから創ることができました。自分たちの企画したイベン
トに多くの人が集まり、楽しむ様子や喜ぶ笑顔から大きな達成感を味わうことができたのではないでしょうか。
こうした経験を積んだ若者が、今後の地域発展や活性化に向けて活躍していくものと期待しています。
おわりに、本事業の実施に関しまして、深いご理解とご協力をいただきました、多くの関係者の皆様に心から

感謝申し上げます。 （山梨県教育委員会 教育長 三井孝夫）

実行委員長あいさつ

まず、地域の方々はじめ、私たちの活動を支援してくださった多くの方々に、実行委員を代表して厚く御礼申し上げます。皆さま
のおかげで、この事業を開催することができました。
そして、今年度も「愛する地元山梨を盛り上げたい」と強く願う若者たちが集まり、多種多様な活動を行いました。都留支部では、
「都留のおすすめスイーツスポット」や「桃太郎伝説スイーツ」などの、読むだけでもお腹が空いてしまいそうな大変魅力的な企画が
生まれました。甲府支部では、「ワクワク！やまなし収穫祭!!」を代表として、各実行委員の個性を活かした斬新なアイデアを実現し
ました。また、新たな挑戦として、インスタグラムを使った広報活動も行い、この事業がまた一歩前進できたと思います。
末筆ではございますが、このような活動に協力してくださった皆様に、心より感謝申し上げます。来年度の実行委員会は、より皆さ
まの期待に応えることができるよう努力いたします。 （山梨県立大学 熊谷優吾）



やまなしフォトンプラリー
スタンプの代わりに写真を、台紙の代わりにSNSを使ったスタンプラリーを企画しま
した。参加者に、指定されたお店や場所で写真を撮影し、InstagramなどのSNSにそ
の写真をアップしてもらい、抽選で賞品をプレゼントするという内容でした。コロナ
禍の地域観光を盛り上げ、山梨の魅力を再発見してもらうことを目的として活動を
行ってきました。

Instagram17件、twitter４件、
Facebook３件、計24件

今回の活動を通して、たくさんの新しい発見があった
ので参加して本当に良かった。またこのような機会が
あったら積極的に参加していきたい。

責任者としてリーダーのような立場を担うのは初めてだったので、失敗や戸惑
うことも多かった。しかし多くの方に参加していただき、メンバーと協力して企
画を無事やり切ることができ、とても良い経験になった。

企画から実行まで初めてのことだらけで緊張も不安
もあったが、とても貴重な経験ができて本当によかっ
た！ありがとうございました！

予想していたよりも企画が進まない時もあったが、良い企画だったと思うので
今後は少しずつ範囲を広げながら続けられるとより良くなると思う。

新しい試みだったが、山梨県の魅力を伸ばし、盛り上げる活動ができてとても
よかった。この活動の経験を今後に活かしていく。

都留市のオススメスイーツスポット
都留市の魅力を多くの人に知っていただくために実施したスタンプラリー企画です。自分たち
で実際にお店に取材に行き、ポスターとスタンプラリー台紙を作成しました。アトリエ ドゥ
プレジール、LUMBER ROOM COFFEE(ランバールームコーヒー)の２店舗の協力のもと、
約3週間企画を実施しました。コロナ禍で大変なこともありましたが、都留市の魅力を知って
いただく良い機会になったと思います。

思うように行かず行き詰まってしまうこともあったが、意見を出し合い解決して
いくことで、多くの新しいアイディアに触れる良い経験になった。

活動の中で得た力が多くあり、自分自身の成長に繋がる良い経験ができた。この企画を通して、
私自身も都留市を更に知ることができ、とても良い機会となった。

企画を通して、山梨県都留市の魅力を多くの人に知っていただけたと思う。上手く進まず不安に
なることもあったが、多くの方の協力のもと、実行することが出来てとても良い経験になった。

各お店に依頼をすることを通してコミュニケーションの大切さを学ぶことができ
良い経験となった。

はじめてこの企画に参加させていただいた。コロナの状況下でもあり活動の時期が制限されてしま
うこともあった。しかし多くの方々の協力、交流もありこの企画が無事実行でき都留市のスイーツの
魅力を皆さんへお伝え出来て良かった。そしてこの企画を通して自身の物事に対する主体性を培
う良い経験をすることができた。



ワクワク！やまなし収穫祭！！

長く温めた企画を開催できてよかった。たく
さんのひとの笑顔が見られてとても良い企
画になった。

いろいろな人に助けてもらってイベントを成
功させることができた。

今回の体験を通して人と関わること
の大切さや温かさを知ることができ
た。

予想していたよりもたくさんの人が来てくれ
てとてもうれしかった。子どもから高齢者の
かたまで来場していただけた。

ステージ・ワークショップ・マルシェど
れも盛り上がっていてすごかった。
朝から実行委員もスムーズに動くこ
とができてよかった。

地域の方々とも関われてとてもやり
がいのあるボランティアだった。

とても楽しかった。キッチンカーやマルシェ
のお店の方たちが優しく宣伝に協力してく
れた。

色々な人と関わり協力することでイベントが
さらに盛り上がり成長できたと感じた。

来場者の方の笑顔や楽しんでいる
姿が見られてうれしく自分自身もイ
ベントを楽しめた。

キッチンカー

お客さん、参加してくれたお店の人、
実行委員みんなが収穫祭を楽しむ
ことができた。

お客さんだけでなく実行委員や高校生も笑
顔だったのが印象的だった。

マルシェ

人と人とのつながりが希薄化するのを感じる今。地元で活躍する農業に携わる人、個人でお
店を経営する人、芸術を愛する人たちを応援するために、私たちワイワイ実行委員が「ワクワ
ク！収穫祭！！」と題してスペシャルなイベントを企画しました。
山梨の農家さんが収穫したおいしい食材・スイーツショップやハンドメイドショップの美し
い商品の販売、ワークショップ（体験活動）やステージ発表を通じて、地域の輪を深めコロナ
禍の寂しさを払拭する心弾むお祭りを実施しました。

ワークショップ

ステージ

協力して成功したことがうれしかった。
司会をほかのメンバーとうまくできた
ので少し自信につながった。



子どもたちの笑顔がうれしかった。自分もイベントを楽しむこと
ができた。

子どもだけなく大人の方にも楽しんでいただけた。たくさんの方と
コミュニケーションがとれたので充実した時間を過ごすことができ
た。

お客さんが喜んでくれているのを見て開催する側の気持ちにな
れた。

たくさんの人と交流することができて楽しかったし、いい経験に
なった。

たくさんの人と話したり作業したりしたことが今後何かに役立
てることができるような大きな力になったと感じる。お店の人
たちの思いをSNSを通して伝えることができてうれしかった。

多くの人が来てくれてうれしかった。初めてのことが体験でき
てよかった。

実行委員、来場者など多く方と関わることができてとてもいい体験になった。



桃太郎伝説スイーツ開発

私たち大月班は、大月の伝説である桃太郎伝説をより多くの方に知ってもらうため、
そして大月に親しみをもってもらうために、桃太郎伝説にちなんだ新スイーツの開発
に取り組みました！

試作を何度もしたため、桃太郎スイーツ「ツキモモ」が完成したときは本当に達成感でいっ
ぱいでした。販売開始は実行委員の活動が終わってからになるのですが、「ツキモモ」が
大月桃太郎伝説の看板スイーツとなっていくところを今後も見守っていきます！

様々な不安を抱えていましたが、最終的に一切譲歩することなく大月桃太郎スイーツを完
成させることができ、非常に満足しています。今後も地元である大月市の地域活性化に協
力し、この「ツキモモ」が定着していけるように尽力いたします。

＜今後の展開＞
大月市内の飲食店さんに独自の工夫を加えてもらった「ツキモモ」を販売していただく予定です。そして、「ツキモモ」が大月市内のど
この飲食店でも楽しめる、有名地元スイーツとして定着していければよいなと考えています。

やまなし若者まちづくり実行委員会 インスタ班

山梨の魅力を伝える活動を、同世代が多く利用しているインスタグラムを用いて投稿
してきました。毎回の実行委員会の様子や、地域のお店に自ら取材に行って自分たち
の言葉で記事を書きました。

山梨県にはこんなにもたくさんの魅力が隠れているのだと知った。みな
さんがとても親切に笑顔で接してくださり、山梨の温かさを知った。

自分が普段使っているインスタグラムを使って自分たちの活動を宣伝できることが楽しかった。少しずついいねやフォロワー数の
変化で期待度や注目度が数字となってわかってよかった。

責任者を中心にメンバーで分担しながら運営をしたことで、全員が主体的に参加できる企画でした。そ
して、皆さんの記事が綿密に丁寧にまとめられていて、一人ひとりが熱意をもってこの企画に関わって
いることが伝わってきました。

インスタ班以外の方も手伝ってくださってとても助かりました。地域の人と実際に話して、お店の歴史だったり、地域のことだったり、
たくさんのことを知ることができ、それを発信することができたと思います。これから先も山梨の素敵なお店を発信していって欲し
いです。

他にもワイワイのような活動をしている団体もあって、そことコネクションを作れればよりSNSも発達して
いく。 今の時代にあっている。

取材はとてもむずかしかっ
たが、良くできたと思う。

ワイワイ実行委員会Instagram



山梨が舞台のアニメ「ゆるキャン△」。この作品の「聖地巡礼」者へのイベントの開催などの
活動を行う五条ヶ丘活性化推進協議会様を取材し、「聖地巡礼」という新しいカタチの地域活
性化策を提案、実現している方々の活動を取材した。

（11.6 校庭ｷｬﾝﾌﾟ2021秋）(12.18 ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾌﾟ)

私はワイワイ実行委員として、五条ヶ丘活性化推進協議会の方たちをとても尊敬しています。この活動をいろんな人に知ってもらい
たいと思いました。

地域全体で，イベントを立ち上げていて，地元を過疎化させな
い熱い思いを感じた。

アニメを活用した聖地巡礼という新しい観光スタイルや観光に留
まらない新しいカタチの地域活性化についてより深く知ることが
できた。

プロジェクト名：学生が作る学生のための部屋〜学生の力で大月市を元気な街に！〜

学生団体BIG MOONは地域活性化を目的とした団体です。大月市には大月短期大学があり学
生向けのアパートが多くあります。しかし、そのアパートは古いものが多く大学に近い物件で
も空き部屋になってしまうのが現状です。「古い」という理由で空き部屋になってしまうのは
もったいない、なんとか綺麗にできないか、そんな思いでこのプロジェクトを立ち上げました。
クラウドファンディングで資金調達を行い、現在はアパートの改装作業を行っています。プロ
ジェクトの資金調達方法としてクラウドファンディングを採用し、支援を達成している実行力
も素晴らしいと感じました。

夢・目標
このプロジェクトが成功した後には、大月市に多くある空き家の一棟を改装し、学生向けシェアハウスや、地域の人々とのコ
ミュニケーションが取れるような場所作りもしていきたいと考えています。このプロジェクトや私たちの活動を通して、少しでも
大月市がより良い街になり若者の活気に溢れた街にしたいです。学生のために、加えて、大月市のためにこのプロジェクト
を成功させたいです。

山梨で素晴らしい活動をしている人を取材しました



□令和３年度実行委員□
委員長 ：熊谷 優吾（山梨県立大）
副委員長：市村 心（東京経済大）／古屋 拓海（山梨学院高）／西山 輝（駿台甲府高）

＜甲府支部＞
熊谷 優吾（山梨県立大）／古屋 拓海（山梨学院高）／西山 輝（駿台甲府高）／池田 聖捺（山梨大）／平井 練（山梨大）
小野 和輝（山梨大）／竹花 千尋（山梨大）／奈良 千尋（山梨大）／堀井 麻矢（山梨大）／大杉 愛心（甲府昭和高）
杉井 爽花（甲府昭和高）／関口 日向（甲府東高）／田中 柊人（山梨高）／宮本 福菜（都留高）
秋山実乃凜（甲府東高）上野 未智（甲府一高）／横田 成美（甲府一高）／小林 菜生（山梨高）／難波いつき（山梨高）
堀内 綾乃（山梨高）／大川 千尋（甲府西高）／風間 愛佳（甲府一高）／佐藤 星空（甲府一高）
竹野なつみ（甲府一高）／森澤未来々（甲府一高）／斉藤 大貴（駿台甲府高）／林 輝（駿台甲府高）

＜都留支部＞
市村 心（東京経済大）／新崎菜々星（都留文大） ／福嶋 美友（都留文大）／平井しず香（都留文大）
前田 優衣（大月短大） ／横溝 花人（大月短大）／勝俣咲也香（都留興譲館高校）／勝俣 舞（都留興譲館高）

志村 佳澄（都留興譲館高）／志村 亜依（都留興譲館高）／原田 拓海（都留興譲館高）

□アドバイザー□
水越 泉 （山梨大学工学部附属ものづくり教育実践センター）

□参加・協力□
アトリエ ドゥ プレジール／ LUMBER ROOM COFFEE／月のうらがわ／仙人茶屋／Pied nu／イルクルソーレ／台湾茶房
WHITEALLEY甲府／善光寺縁側カフェ紅谷／ごはんカフェ蔵／菜の香カフェ／Dining Kitchen & Salon 伽樂／かげろう珈琲
和洋菓子秋月／画家の宿 志満屋／Teeth／mee’s accessory／beads lab＆*sucette*／Slow_Life012／yukiusag／twins yarn
lienfleur／野村養蜂場／マルサマルシェ／MAIZE ICE CREAM／おむすび処舞／M.a.n.s Kitchen／丹沢紙業
甲州天空かぼちゃ生産組合／ほったらかし温泉／パン工房李音／Carpe diem／まるいわcafé ／川口屋豆腐店／じゅんじゅん
湯殿館／ふえふきマスタード／黎明荘／韮崎旭温泉／笛吹高校フォークソング部／甲府東高校ダンス同好会・音楽部
甲府第一高校弦楽部・吹奏楽部／山梨高校ダンス部 （敬称略、順不同）

「発見」と「喜び」があふれているワイワイ実行委員会 ～感想の一部抜粋～

県ワイワイ協働事業ＨＰ

やまなし若者まちづくりチャレンジ協働事業実行委員会
山梨県教育庁生涯学習課 ２０２２年３月発行

ワイワイ実行委員会ＨＰ

○今年度の活動では、人に頼ることの大切さを学びました。最初は、できる限り自分でやろうとしていましたが、それ
では上手くいかず、周りの方々に助けを求めることも必要なのだと気づきました。また、行動力のある実行委員の皆
さんを見ていて、頭の中で考えるだけでなく、それを実行に移すことが、より重要であると知りました。

○一生懸命活動をして初めて企画することの大変さや楽しさを実感できたこと。実行委員会で初めて会った人とアイデ
アを出し合い、同じモチベーションをもった人同士で仲間意識が芽生え活動することが、とても楽しいと思えたこと。
高校生なりに自分でもできることがあったのだと実感できたこと。

○まちづくりに貢献する活動の流れ、活動の中での連絡はまめにすること、自分だけで抱え込まずメンバーを信用し仕
事を任せていくことを学びました。山梨県の良さ、山梨県でまちづくりに興味のある学生がこんなにいるんだ！とい
う発見もありました。

○イベントを実施するにはたくさんの時間やお金がかかり、考えなくてはならないことがたくさんあること。でもたく
さんの人を笑顔にできること。

○自分1人では不可能なことでも、仲間と協力することで、成し遂げられることです。また、私は身延町の地域活性化
の活動している五条ヶ丘活性化推進協議会の取材を通して、自分の知らない山梨の魅力を発見できました。

○1番感じたのは人の優しさです。取材を快く受けてくださったり、お祭りのときに温かい声をかけてくださったり、
全ての活動は人の優しさに支えられているのだと強く感じました。

○知らないところで多くの人の活動があり、色々な所で山梨を盛り上げようとしてくれている。人のためにする活動と
いうのは達成感がある。ボランティアは、自分のためにする。

○活動をしている期間は、地域の方や実行委員会に携わってくれた方の温かさや他のメンバーの行動力の素晴らしさに
圧倒される日々でした。やりたいことを実際に形にするための工程の多さや難しさを知ったと同時に、実際に形にで
きるということも知ることができ、自信にもつながりました。周りの協力あってこそということも忘れずに、挑戦す
るということを日常の中でもっと大切にしていきたいと思いました。

○山梨に住んでいても知らないことを知ることができた。自分で関わってみることによって、より山梨を好きになるこ
とができた。

○チラシ・ポスター掲載のお願いをした際に、「こういう活動してくれる若い人たちの存在がありがたい。頑張ってく
ださい」、「応援しています」と快く承諾してくださる方ばかりでした。私たちのような若く、経験も少ない者に、
チャレンジする機会を与えてくれて、期待してくださる周りの大人の方々の存在にありがたみを強く感じました。
せっかくここまで形にすることができたので、これを継続することが地域活性化に最も重要なことなのではないかと
思っています。

ワイワイ実行委員会Twitter


